
































































































































































































































































































































































































































































Ⅵ お わ り に
臨地実習で終末期の看護を経験する学生は多くない
状況である。そのため，教育的工夫が必要とされ，講
義では研究報告を参考に映像やプロジェクト学習を取
り入れ，ポートフォリオ評価を基盤としたルーブリッ
ク評価や講義にインパクトシートを使用したルーブ
リック評価を取り入れ講義の工夫をした。この講義の
工夫により学生が積極的に講義に参加し，主体的に学
習に取り組み学生自らが課題を見つけ，解決するとい
う要素が示唆された。
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